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それに、私として軋 エチオピアの古典語であるゲエズ語を学んで、アタスム王の碑文を読むように  
なって以来、望0年以上あこがれて来た土地であるから、なんとなく他所とは適う、適っているはず  
だという思いこみがあったのである。   
でも、「あ臥やっと来たな。」という感慨が次鱒にわき起こってきた。エチオピアの碑文にはア  
ジス◎アペパの国立博物館とサナア（イエメン）の国立博物館でお目にかかってはいたが、in s豆紬で  
見ることができるのである。あの巨太なステレも。ただ、現襲には日程の関係で、急いでアジス。ア  
ペパに戻ら馴ナればならない事情もあり、この感懐にひたって砂ったりとアタスムを見ることはでき  
なかった。何とか次の機会には近郊の遺跡まで足を延ばしてみたいと思っている。   
ここでは、この短い実地体験を基にしながら、エチオピアからエリトリアに連なる高原地帯に覚え  
た古代文化をアタスムを中心に簡単に紹介したい。ただ私は考古学も歴史学も専門でないので、本稿  
はこれまでの研究の薗礫のごく簡単臥 そしてランダムな紹介に過ぎないことをあらかじめお断りし  
ておく。束尾に基本的な文献を挙げでおいたので、興味をもたれた方はそれらを参照していただきた  
（注1）  
い。   
望。現在のアタスム   




確かなことは分からない。は2〉 な駄「水」を表す謡臥北のエチオピア¢セム語で披∇イ  
m乱ざであり、こちらの要素をもった、マイ。シューム M盈y ＄bu皿「首長の承」という地名  
もアタスムにある。∇イという要素を持った地名はアタスムに何十と有り水資源に恵まれていたので  
あろう。   
さて、 アタスムはエチオピア北部ティグレ州にあり、メネリタ望世の軍隊が189＄年イタリア  
革を鹿北きせたア甲ワの町の西北西約望Ok軋紅海からは内陸に約160km入った∴凰経凱那  
量詔∵北緯140 0芭′に位置する。紀元後1世紀に著きれた『ェリュトウラー海藻内記』そ文献1  
5）によれば、アタスム王国の紅海岸の港アドリスからは鳩目の道のりだと述ぺら飢でいる。西布の  
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道臆ナイル川に注母タヅカゼ川を渡って、17世紀からの都であったゴンダルに至る。内戦のさなか、  




















る。な乱 国顧に番いたように、アジ式◎ア璃パとアタスムを結遜便が、現在毎日且偲運行き飢てい  
る。ただし、アジス。アペパでは往路しか予約できないので、アタスムに到者次第帰りの便を予約す  
る必要がある。  








邑豊泉く分からない。   
その後、紀元後ユ世紀頃、北部エチオピアに王国餅形成者馳た。この王国賠アタスムの町を中心に  
していたのでアタ罠ム王国と呼ぼ鈍る。アタ謁ムの名はエチオピアの資料では紀元望⑬0年頃のもの  
と思われる、ブロンズ覿の率納品の刻真申に 富通㌘〆n雷恩〆さ立番m㌔は下略）「アタスム幻  
王GD毘」と初めで現れる。ここ創意先アタスム期と異なり、南アラビア文化の影響を脱しで激白の  
文化が発展した。アタスム王国臥 メロエ、鴎㌘ヤなど周辺を征服しきらに紅海をわたっで南アラ  
ビア藍割こ勢力を及ぼし、象凱犀の角、亀甲、金、カバの皮、スパイスなどを翰出する紅海貿易で  
－160－   
利凌得た。盛期凌迎えるの古ま4世紀前半のエザナ王の治世からで、この時期にキリスト教を受けÅれ、  
また今日エチオピア文字といわれる文字体系の完成も見た。 ほぅ）以後カレプ王の時代（番世紀きに  
か長子で発見るが、イスラム勢力の伸張、紅海貿易の衰退などによっで冒世紀以降衰え、10世紀まで  






スムはそれ以後も宗教的な中心地としての地位を確保し続けたのである。   
こうしたアタスムへの言及娃同時代の極々の文献にみられるが、後世のヨーロッパ長の手になるも  
のでは、1520年から6年間エチオピアに滞在したポルトガルのカトリツタ宣教師アルヴァレスに  





ヰ．アタ罠ムめ発掘   
これ迄知られているアタスム期の遺跡は約40鞄点に上り、東西ユ80kmタ南北詔00放m（北  





空世からの政商を受けたドイヅ皇帝の命をう軋 アタスムを中心にユ肇¢6年1月から盟カ月閤飼査  
をおこなった。この調査は主に遺物、碑文の調査である軌 それだ捌ことどまらず、書語学◎民族学  
的詞査、音轟の録音、写真撮影を行い、多くの写本も収集きれた。この成果は19且詔毎に刊行き飢、  
以後の研究の基となった。なお、この鯖4巻日はリヅト∇ンによる詳細な碑文の研究にあてられてい  
；・‥．～∴こて「二t：・I   
しかし、ぞ飢以後は1℡認¢年代にイタL男アÅによる調査がなき汎ただをサで、本格的な発掘飼査は  
1留50年代になって、新たにフランスの助力で劇ら飢たエチオピア考古学研究所による調査まで待  








∬161”   
発旛の進展が期待きれる。  
5℡ アタスムめ主な遺跡など  






家を移転きせ、現在のような資に整備きれたのである。   
ステレには直立しているものと、地面に横たわっているものとがあるが、前者で今日最も高い亀の  











藍のゴアデラから伐り出し、太がかりなÅカを勤廃して選ばれたと推測される。   





ばっでいで、雨の綾など剖孟ち現在でも鱒幣が見つか愚費うである。 ほ6）ただし、当然のことなが  
ら、こうしたものの持ち出しは厳しく制限されており、アタスム空港で出発時に徹底的に検査され、  
見つかれば没収きれる。ただ、飛行機遼利用しない場合は何のチェヅタも観い。  
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で、7世紀頃のものと推測きれている。  









いる。こうした所から臥 Å骨や貨幣、陶器などが発見されたが、多くは既に盗菰きれていた。こ飢  
らから、ステレがアタスムの王達の基所のかンポルであることが確認きれた。  






石で造ら飢た王の玉座、聖職者逮の塵席が残っている。   
教会が、ヌテレ群と向かい合わせの場所に建でられたということは、死者の魂遼まつる場所が、キ  
リスト教化後亀そのまま鮭承されたことを示して興味深い。  









5，6。エザナ王碑文   
エザナ王の碑文で最も有名な、高さ望墨守むmの花崗岩の南面8こ、ゲェズ語宅りヅト∇ン報告薗の  
碑文番号DÅE6タ DÅE7〉 とギリシャ語（DÅE趨）で、北方のぺ㌘ヤの歴との戦い澄記した石  
碑軋 アドワの町からの遮がアタスムにÅるところの小公園（エザナ公園と名付けられでいる）の中  
に立でられた小屋の申に納められている。かつてはもう少し離れた場所にあったのを、イタリアが占  
領期に小きなステレ、ステレの先頭部分などと共にそこに移したものである。この小屋は健がかかっ  
－163－   
ており、ガ帥ドマンがいる時でないと碑文を見ること披できない。エザナ王碑文披牽のほかに臆前項  
であげた博物館およぴ、マルヤム◎ヅイオン教会の倉庫の申に置かれている。  
霞。参考尭顧   
以上で挙ぼなかった文献を少し記しでおこう。エチオピアめ古代史、ならびにアタ謁ムについては、  




ア璃プ等で魔行啓訊でいる雄蕊鬼盟盟如es d’凱ぬiopie（不意期刊）などに、また、イタリア隊の報告隠主  




いる。同著着古こ眩先アタスム期の土器の研究もある（文献冒）。   
アタスムの鞄誌ついては文献11が辞しく、古代からのきまぎまの文献に見られるアタスムの記述  





言語資料が容易に参照で馨るようになった。この文献では碑文披基怒時に発見地ごとにまとめて句 そ  
れぞれに閲しで、磯鋭（記きれでいる財料、文学の大きき、所在地、これまでの報告などき、テクス  
トの転写、そ飢各こ場合によっでは、コメンタリーが付きれている。ちな捌こ碑文番号は先アタスム期  
の亀のが碑文番号ユ｝ユ冒凱 アタ謁ム期めダニズ語碑文が且爵0一望6盗、同じ宅ギリシャ語碑文  
が望69｝盟爵6、言語不明のものが望爵冒となっている。（モノグラムや野卑ち 陶片に艶文牢記き  
れた亀のなどは除いてあるき  
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（1）本鶴ほ、1993年10月9Eは10日にわたって金沢太字で開催された、「イン㌍浮の海上貿易－ア   
ジアの大航海時代を語る－」というシンポジウムにおいて、筆者がスライドでアクスムを紹介した内容をま   
とめたものである。その際及び今回め執聾の機会を与ぇてくだきった、金沢大学文学部考古学研究室の佐々   
木達夫先生に感謝申しあげる。  
（2）ハム夕顔 盈喝u盈、南アガウ爵 亀喝u、ハミル爵 亀u喝、タワラ語 盈Ⅹu  
ティグリニア語、アムハラ語 shum  
（3）エチオピア文字絵南アラビア文学から魔厳したもので、当初は子音のみを表記したが、エザナ王の時代   
に日本語を表記する仮名のように、一文字が子音＋母音をあらわす体系となった。  
（逢）この記録は、アアマド9グラニユ率いるイスラム勢力による北部エチオピアの太政墟以前の状恐を恋え   
る点で極めて重要である。  
（郎鰻幣についてはマンローさへイの研究によ洗ば、望70年頃のエンドウビス重から、趨、5世紀にぬ   
たって壷、銀、プロン三の貨幣が遣られたという。ただ、、最速の貨幣がいつ頃鋳造されたかについては、．ま   
だ多くの問題が残されており、捻っ替り脅かってはいない。（文献望、且望、且毯などを参照のこと）  
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先アタ罠ム翔・アタ諷ム期め遺跡（文献2による）  
アタ 謁あ（文献6による）  
－166－   
写轟2 償扉の甚（ステレリトタ西）  
写轟3 倒囁した最長のステレ  
写轟穏 ネファ罠■マウチヤ  
（向かって右に新マJ♭ヤム。ツイオン教会）  
写轟1 ステ♭・バータ全景  写轟5 判審の塵（旧∇捗ヤム。ツイオン教会前〉   
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写真6 地下茎童（ステレ・パーク）  写轟10 人頭像などの出土品（アタスム博物館）  
7 アサデイ・セダラメン碑文  写轟11 ダデイツト ステ♭群  
（先アタスム期最古の碑文の一つ。アタスム博物館）  
写衆愚 アタ講ム翔の∇J♭ヤム・ツイオン教会の礎石部分  写轟笥望 ドゥンダーメ♭の永住屠の遺構  
写轟9 アタスムの民家  写轟13 エザナ忽園  
（左側の小屋にエザナ王碑文を刻んだ花崗岩が立てられている）   
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